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 理事会

　学校法人八戸工業大学は、下記のとおり理事会を開催して各案件について審議を行い、
それぞれ原案通り承認した。
◇11月15日　理事会　
・協議報告事項
◇12月20日　理事会
・学校法人八戸工業大学「非常勤講師就業規則」制定に関する件
◇１月17 日　理事会
・任期満了に伴う後任の学校長候補者の選任に関する件

表　紙　八戸工業大学第二高等学校
　　　　「KAKEHASHI Project」アメリカ合衆国議会議事堂（ワシントンD.C. にて）
裏表紙　八戸工業大学第二高等学校　
　　　　アサヒビール㈱主催「日本の環境を守る若武者育成塾」成果発表会
　　　　（アサヒ・アートスクエアにて）
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　日本各地で開催されるイベントで「ゆるキャラ」が大活躍をしている。当地八戸市のマ
スコットキャラクターは「いかずきんズ」といい、市制施行80周年（平成21年）のイメー
ジキャラクターとして誕生した。デザインしたのは、当時八戸工大二高の美術コースに在
籍していた夏堀円（旧姓吉田）さん。「いかずきんズ」は、八戸市が水揚げ日本一を誇る「烏
賊」と市の鳥「海猫」をモチーフにした水色とピンクのイカの頭巾を被った２羽のウミネ
コ。昨年５月の種差海岸国立公園指定を記念し、新たに黄緑色の頭巾に蝶ネクタイとズボ
ンの男の子と赤いリボンをつけた黄色の頭巾にミニスカートの女の子（夏堀さんがデザイ
ン）が誕生し、４羽のファミリーになった。八戸市の正式なマスコットキャラクターとし
て一般公募による名前も決まり、市のＰＲ活動の一役を担うらしい。
　以前、本誌101号で紹介した工業大学のマスコットキャラクター「八工犬」も活躍中だ。
工学部を象徴する尻尾の先が「差込みプラグ」の
水色の八工犬と感性デザイン学部を象徴する尻尾
の先が「絵筆」のピンクの八工犬。２匹は、並ん
だり振り向いたり後ろ姿になったり、五月人形の
兜や消防士のヘルメットを被ったりしながら、あ
ちらこちらに出没している。

編 集 後 記
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　新年明けましておめでとうご
ざいます。
　昨年は、卒業生の社長就任、

教育長就任、技術大賞受賞、また学生団体の大会優勝や最優
秀賞受賞、学生個人の文部科学大臣奨励賞受賞、そして教職
員の地域貢献や優秀学術論文に関連した受賞、さらにNHK
や民放による教育研究成果の全国放送など、卒業生、学生、
教職員が大いに活躍した年でした。
　さて、時々、新聞紙上でPISA（学習到達度調査）や７
分野の国際科学オリンピックについての記事を目にします。
PISAは、知識や技能を実生活でどれだけ活用できるかを調
べるもので、科学オリンピックは、世界の高校生が理論、実
験、実技などの試験で実力を競い合うものです。このような
国際的な調査やコンテストでは、思考力、予測力、課題解決
力などが強く求められ、まさしく現代社会が本当に必要とす
る力だと思います。本学では、詳細は省略しますが、学生の
学士力、専門力、人間力を向上させるきめ細かい教育を実施
し、特に実験・実習・演習・卒業研究では、課題解決能力を
身に付けさせる工夫をしています。
　本学は、昨年、日本高等教育評価機構（JIHEE）が実施す

る国内すべての大学に義務付けられている機関別評価（大学
別評価）の審査を受け、大学の使命・目的、学修と教授、経営・
管理と財務、自己点検・評価に関わる22の基準項目について、
書面調査や教職員・学生との面談および視察などの実地調査
が行われました。その評価結果は、今年度中にJIHEEから
公表されることになっています。また、本学は、日本技術者
教育認定機構（JABEE）が実施する分野別評価（専門別評価）
の審査も独自に受けています。こちらも教育のみに関わる24
の点検項目について、書類審査や面談・実態調査などの実地
審査が行われ、昨年は１学科１コースが新たに認定され、全
国でも珍しい工学部全学科がJABEE認定教育プログラムを
持つ体制となりました。修了生は、国家資格で難関の技術士
の第一次試験が免除され、「技術士補」となる資格が得られ
ます。この認定制度は、工農理系分野に限られているため、
感性デザイン学科はJABEE精神に基づいた充実した教育プ
ログラムを設定し、工学部と同様に教育の質向上を図ってい
ます。 
　特にJABEEでは、アウトカムズ（学習成果）が重視され
るとともに、問題解決能力やチームワーク力なども強く求め
られています。これらを実現するためのカリキュラムと教育
システムが、JABEE認定教育プログラムと称されるもので、
教育の質向上のために、PDCA（計画・実行・評価・改善）
による継続的な教育改善を今後も一層強化していきます。

新年を迎えて

学 長　藤　田　成　隆

　11月27日、八戸東消防署の協力を頂き平成25年度の防災
訓練が行われた。午前の講義が終わろうとしている11時50
分、地震発生を知らせる緊急避難音と非常放送によって地震
発生訓練がスタートした。昨年同様、学生には訓練の実施を
事前に知らせていなかったが、講義を受けていた学生達は教
職員の誘導により教室、研究室、廊下などから屋外へ一斉に
避難した。避難が完了し各避難場所に集まった学生と教職員

は、消防署員による講
評を受け訓練が無事終
了した。
　避難訓練終了後、屈
折梯子車による救助訓
練が行われた。教養棟
の前に梯子車が到着
し、長いアームを教養
棟の４階まで伸ばし、
逃げ遅れた２名を窓か
ら救出する様子を学生
や教職員らが真剣なま

なざしで見守った。その後、事務系・技術系職員による放水
訓練、消火器操作訓練、警備員による発電機操作訓練が行わ
れ、訓練はすべて終了した。
　防火管理者の西田中裕祥法人事務局次長は、「今年度は、
新たな試みとして
梯子車による訓練
を実施した。梯子
車による救助訓練
は体験する機会が
あまりないので、
実施できてよかっ
た。外気温が低い
中で、学生も教職
員も真剣に取り組
んでくれた。今後
も防災意識の向上
と体制の強化を
図っていきたい。」
と話した。

～さらなる教育の質向上を目指して～

平成25年度防災訓練
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アイススケート部インカレ出場

　11月18日、八戸市で行われた「Ｒ
ＡＢ杯第66回青森県アイスホッケー
選手権大会」の決勝戦において、ホッ
ケー部門が八戸ブルースターズに２対
３で惜敗したものの、創立初の準優勝
を成し遂げた。また、平成25年度東北
地区学生アイスホッケー選手権大会兼
第86回日本学生氷上競技選手権大会
東北地区予選では、２年振り３度目の
東北地区優勝を達成し、12度目のイン
カレ出場を果たした。
　インカレでは、ホッケー部門は１回

戦関西学院大学に接戦の末勝利する
と、続く２回戦では京都産業大学にこ
ちらも激闘の末勝利し、初のベスト８
進出を果たすとともに、来年のインカ
レシード権を獲得した。創立以来初の
快挙達成に、スタッフ選手一同喜びに
湧いていた。また、フィギュア男子シ
ングルに出場した木村真人さん（感性
デザイン学科４年／青森・八戸工大一
高）は、ジャンプに精細を欠き22名中、
15位という成績だったものの、スピン
では最高難度の評価を受けた。

　12月14日・15日、山形市で開催
された平成25年国民体育大会東北ブ
ロック大会兼第40回東北総合体育大
会アイスホッケー成年は、青森県が宮
城県を５－４で下し優勝した。
　この大会には、本学アイススケート
部アイスホッケー部門の１年生、フォ
ワードの吉田一眞さん（機械情報技術
学科／青森・八戸工大一高）写真左 と
ゴールキーパーの鈴木悠生さん（バイ
オ環境工学科／青森・八戸工大一高）
が出場し優勝に貢献した。平成23年に
全国優勝している青森県チームは、県
内実業団チームの選手や関東・関西地
方の強豪大学で活躍する地元出身選手
などで構成されている。１年生ながら
選出されたことは、非常に名誉で二人
の実力が全国レベルと評価された証。
更なる活躍が期待されている。

　10月31日、八戸プラザホテルにお
いて、昨年度に引き続き本学防災技術
社会システム研究センターが主催する
「市民と一緒に考える国際防災フォー
ラム」が開催された。
　英語（逐次通訳）と日本語で行われ
た今回のフォーラムは、初めにドイツ
のジェイコブス大学のアンドレアス・
バーグ教授が、「知能ロボットのため
の環境センシング：ＳＦと現実の工学
は近づいている」と題して講演し、ロ
ボット技術におけるセンサーデータの
情報を得る収集能力について解説し
た。次にアメリカのカーネギーメロン
大学ロボティクス研究所のネイサン・
マイケル博士が、「被災環境下におけ
る小型飛翔ロボットのための自律ロバ
スト制御」に関し、震災によって被害
を受けた仙台市での建物内の探索を
行ったフィールド実験を含めた事例に
ついて解説した。続いて、文部科学省
「原子力研究交流制度」で、本学で研

究を進めているカザフスタン国立大学
原子力物理研究所のサギム・クリシュ
バイエム技術専門員とスリランカのサ
バラガムワ大学物理化学技術部のリオ
ン・フェルナンド氏が、自国における
エネルギー事情について紹介し、最後
に防災技術社会システム研究センター
の佐藤学教授が、「安定したエネルギー
確保に関する研究」と題して講演し、
東日本大震災後の本学の取組みを紹介
した。
　また、講演の終了後ポスターセッ
ションが催され、本学学部学生、大学
院生、教員らによる英語でのプレゼン
テーションと意見交換が行われた。

　本学の新たな助成事業として、学生
のグループが自発的な発想で身近な課
題に取組み、その成果を社会へ還元す
ることを目的とする「学生チャレンジ
プロジェクト事業」がスタートし、11
月26日に交付式が行われた。
　この事業は、学生グループの取り組
みに対し、１団体10万円を上限とする
活動費を助成するもので、「地域の魅
力発信プロジェクト～三陸復興国立公
園ジオラマ制作」「八幡馬のリデザイ
ン」など６つのプロジェクトが選ばれ
た。５月に公開発表会が予定され、特
に優れたプロジェクトに表彰状と副賞
が授与される。

「市民と一緒に考える国際防災フォーラム」開催
防災技術社会システム研究センター 成果に期待

「学生チャレンジプロジェクト事業」

ミニ国体青森県代表選手に
２名選出

初のベスト８進出
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　10月５日・６日、2013年度北東北
大学野球秋季入替戦が行われ、本学野
球部が一部昇格を決めた。
　事実上の優勝決定戦となったリーグ
戦第３週目のノースアジア大との１戦
目は、ノースアジア大のエースの時速
140㎞近い速球と多彩な変化球に惑わ
されヒットは僅か1本だったが、その
１本が山本温（土木建築工学科４年／

　12月６日、プ
ロ野球独立リーグ
「ＢＣリーグ」の
2013年ドラフト
会議が開催され、
硬式野球部の荒道
好貴さん（土木建
築工学科４年／青森・八戸工高）が、
「福井ミラクルエレファンツ」（福井
県）の指名を受けてプロ入りすること
になった。
　荒道さんは、右投げ・右打ちの内野
手で、171㎝・72㎏の小柄ながらも遠
投115ｍの強肩強打者。北東北大学野
球秋季リーグ２部では、打率４割４分
７厘をマークし、二塁手部門のベスト
ナインに選ばれている。

青森・八戸工高）のツーランホー
ムランで、２対１で勝利。２戦目
は、先発の鈴木祥高（土木建築工
学科２年／青森・五所川原商高）
が７回を無失点で切り抜け、８回
からは前日完投勝利した古川慎也
（機械情報技術学科２年／青森・
八戸工大一高）が得点を与えず０
対０の緊迫した展開の中、迎えた
９回裏に先頭２番の小林修（機械

情報技術学科４年／青森・東奥義塾高）
が死球で出塁、３番の荒道好貴（土木
建築工学科４年／青森・八戸工高）が
レフト前ヒットで繋いで、４番の山本
温がセンターオーバーのサヨナラヒッ
トを放ち勝利した。リーグ戦を10連勝
で優勝した本学チームは、入替戦も弘
前大に２連勝し３季ぶりの一部復帰を
果たした。（敬称略）

「ヒット＆ラン」２年連続全国大会出場

硬式野球部一部へ復帰　北東北大会２部リーグ優勝

　第17回全国きものデザインコン
クール（主催 :全国染織連合会）に応
募した、感性デザイン学科４年の瀬戸
香織さん（宮城・黒川高）写真左が一
般部門ＣＧの部で、同３年の工藤奈菜
代さん（青森・黒石商高）が一般部門
手描の部で入選を果たした。
　このコンクールのテーマは「自分が
着たいキモノのデザイン」で、二人は
全国5,076点の応募作品の中から選ば
れたもの。受賞作品は、１月24日～

26日に京都市美術館、２月25日～３
月１日にパリの日本文化会館に展示さ
れる。

　11月20日・21日、横浜市のパシフィ
コ横浜で開催された「ＥＴロボコン
2013チャンピオンシップ大会」に、シ
ステム情報工学科の山口広行准教授の
研究室チーム「ヒット＆ラン」が出場
した。
　この大会は、指定された二輪ロボッ
トに各チームが開発したソフトウェア

を搭載し、走行タイムを競う「デベロッ
パー部門」とロボットを用いた演出を
競う「アーキテクト部門」に分かれて
行われ、全国363チームの中から各地
区大会で上位の成績を収めた40チー
ムが参加した。
　本学チームは、東北地区大会で総合
優勝に輝いて全国大会への切符を手に
し、今年新設されたアーキテクト部門
に出場したが、本番では無線機器にト
ラブルが発生し、予定の演出を披露で
きなかった。次の大会には、今回の経
験を生かし新メンバーで再挑戦すると
いう。出場した山口研究室の４年のメ
ンバーは、髙橋紘貴さん（青森・八戸
工高）、白坂朋憲さん（青森・八戸南高）、
沼山廉さん（青森・八戸工高）の３名。

独立リーグから指名

第17回全国きものデザインコンクール「入選」

　10月27日、盛岡市の岩手大学を会
場に「平成25年度観光まちづくり学会
盛岡大会第12回研究発表会」が開催さ
れ、感性デザイン学科４年の工藤沙友
美さん（青森中央高）と沼口真貴子さ
ん（青森・八戸工大二高）が、優秀発
表賞に輝いた。
　今回の研究発表会では、研究者によ
る観光・まちづくり関連の研究発表の
ほか自治体の観光施策、海外の観光ま
ちづくりの事例などの紹介があり、二
人は「高齢者のためのやさしい広域観
光に関する研究」というテーマで発表
を行った。
　発表した内容は、八戸観光コンベン
ション協会が実施した「やさしい広域
観光検討委員会」に加わって地元の宿
泊施設や観光施設のバリアフリー化の
現状を調査し、その結果をもとに高齢
者を含む多くの人々がより広い地域の
観光を楽しめるよう、ユニバーサルデ
ザインに配慮した観光マップを作ると
いうもので、提案の新規性と活動の具
体性が高く評価された。

観光まちづくり学会研究
発表会「優秀発表賞」
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が、とても嬉しく感
じます。今回は、開
催時間の見直しや新
しいサークルの参加
もあって、昨年を上
回る1300名以上の
方にサークルの活動
を知ってもらうこと
ができ、充実した彩
才祭だったと思いま
す。
　準備を進める中
で、気持ちだけが空
回りして意見が衝突

し、サークルをまとめることがこんな
に難しいとは思いませんでした。この
経験を次回に活かしていきたいと思っ
ています。参加した14団体の皆さん、
学友会、体育会の皆さんの協力に心か
ら感謝します。

文化会会長　石村　瑞稀
（機械情報技術学科３年／青森・弘前高）

　11月17日、様々なイベントが繰り
広げられた農林水産省主催の「食と農
林漁業の祭典」の一環で「食と農林
漁業大学生アワード2013」が開催さ
れ、バイオ環境工学科の学生らで組織
する「食品研究会」のメンバー６人が、光
照射乾燥したリンゴの加工品、米粉を
使った菓子など、地域の恵みを生かし
た商品開発について発表を行った。
　東京都「渋谷ヒカリエ」で行われた
この催しは、食と農林漁業に関わる活
動に取り組んでいる全国の大学生グ
ループの活動発表のコンテストで、食
品研究会は全国47団体の中から選ば
れた11団体の一つとして出場した。コ
ンテストの結果は、最優秀賞の農水大
臣賞に東京大学のサークルが選ばれた
が、発表した３年の中居秀太さん（青
森・八戸工大二高）は、「同じような活
動をしている学生の発表を聞いて刺激
になった。地域再生に貢献したい気持
ちがより一層強まった」と話していた。

感性デザイン学科　地元企業とのコラボレーション

　11月23日、文化会主催の「彩才祭」
がイオンモール下田で開催され、今年
は学生サークル14団体が参加しまし
た。今年の彩才祭は「来場者に楽しん
でもらう」ことを目指していたので、
来場者から寄せられたアンケートの
「子供と一緒に楽しめてよかった」「来
年もぜひやってほしい」などの感想

手ぬぐいデザイン
桃井万葉さんの作品が商品化 

　今回で３回目となる八戸市の企業
「カネイリ」とのコラボレーション企
画「手ぬぐいデザイン」で、感性デザ
イン学科３年の桃井万葉さん (青森・
八戸工大二高 )のデザインが商品化さ
れ、同社の店頭で販売されている。今
回、昨年５月の種差海岸の国立公園化
にあわせた「八戸の自然」がテーマ。
桃井さんの作品は、グレーがかった青
をバックにうみねこの姿を描いたもの
で、応募作品42点の中から選ばれた。

　専門のカウンセラー（非常勤相談員）
が 心の健康をサポートします。相談
のある方は、学生課にお尋ね下さい。

日本酒の干支ラベル 
名久井愛保さんのデザインに決定 
　地元酒造会社「桃川」が正月用に販
売している日本酒の干支ラベルデザイ
ンのコラボレーションで、感性デザイ
ン学科３年の名久井愛保さん（青森・
八戸工大二高）のデザインが採用され
た。５回目となる今回は、平成26年
の干支「馬」がモチーフ。名久井さん
のデザインは、白馬がラベルから飛び
出すように描かれ、馬を囲む赤い円に
力強い「午年」の文字が配置されてい
る。名久井さんデザインによる日本酒
は、県内の販売店で11月から販売され
ている。

平成25年度彩才祭を終えて 「食と農林漁業大学生
アワード2013」に出場

学生相談室
新相談員就任

能登谷　薫 先生
（臨床心理士）

渡邉　一弥 先生
（社会福祉士・精神
保健福祉士）
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　11月28日、エネルギー環境システ
ム研究所とバイオ環境工学科が主催す
る「水産食品の未来を創るフォーラム
in 八戸」が、八戸水産会館で開催さ
れた。
　このフォーラムは今回初めて開催さ
れたもので、水産都市八戸の今後の水
産食品開発の可能性を産学官連携に
よって探ろうというもの。藤田成隆

学友会委員長
田村　友宏
（システム情報工学科３
年／日本放送協会学園高）

体育会会長
大須田　司
（システム情報工学科３
年／青森・八戸工大一高）

文化会会長
田守　健太
（システム情報工学科３
年／青森・六戸高）

学長の挨拶に続き、「全水加工連、全
蒲の品評会で見えてくる最近の商品開
発」と題する東京海洋大学の福田裕特
任教授による特別講演と本学教授らに
よる３件の研究成果の発表があった。
参加した水産関連の行政担当者、水産
加工業者ら50名ほどが最後まで熱心
に聞き入っていた。

八戸市から感謝状
　11月21日、市庁舎において小林眞
八戸市長から、建築デザイン研究会代
表に感謝状が手渡された。この感謝状
は、同研究会のメンバーらが東日本大
震災を風化させないようにと八戸市が
建設した３カ所の災害公営住宅に、被
災したクロマツを利用して作ったベン
チ５脚を寄贈したことによるもの。

　12月18日、ＡＶホールにおいて機
械情報技術学科３年の「ロボット創作」
の授業で実施している「ロボットコン
テスト」が開催された。
　16回目となる今回の開催タイトル
は、「スカイツリーを目指せ」。学生達
は、７月に設計に取りかかり、アイディ
アあふれるロボットを作り上げた。今
回の課題は、フィールドに置かれた３
カ所の障害物を避けながら自走するこ

とと大きさの異なる５種類
の円柱を所定の位置まで運
び、高さ634㎜のタワー（東
京スカイツリーの１/100）
のように積み上げ、その速
さを競うもの。今年もユー
モアあふれる名前が付けら
れたロボットが、トーナメ
ント形式で戦った。
　今回全15チームの中から
決勝に勝ち上がったのは、
内条大河さん（岩手・盛岡

中央高）、田村和也さん（青森・むつ
工高）、鳥谷部信さん（青森・八戸工
大一高）の３人が製作したロボットで、
ロボット名「山下太郎」。スピードと
安定した動きで優勝の呼び声の高かっ
たこのロボットは、最後まで他を圧倒
した。
　白熱した試合が繰り広げられた会場
は、終始応援の声や笑い声であふれ、
試合終了後に講評と表彰式が行われた。

　10月15日、大会議室において「第
15回教育改善に関するシンポジウム・
第７回大学院ＦＤ研修会」が開催され
た。この研修会は、教職員が本学の学
部及び大学院が当面する重要課題につ
いて共通理解を深め、活発な討議に
よって教育活動の改善を図ることを目
的に行われているものである。
　今回討議された一つ目のテーマ「金
沢工業大学の教育・学習支援システ
ム」（金沢工業大学藤本元啓教授）で
は、同大学における初年次教育・キャ
リア教育・ポートフォリオシステム・
プロジェクトデザイン教育などの具体
的事例紹介があった。二つ目のテーマ

「アクティブラーニングの事例（大学
院・学部）紹介」（藤岡与周システム
情報工学科教授）では、東北地区の他
大学における大学院と学部合同のアク
ティブラーニング事例について報告が
あり、活発な質疑応答がなされた。

第16回ロボットコンテスト開催

第15回教育改善に関するシンポジウム
第7回大学院ＦＤ研修会

水産食品の未来を創るフォーラム in八戸

建築デザイン研究会の
活動が評価

平成26年度新役員

「学生ボランティア賞」受賞
　11月26日、ソロプチミスト日本財
団ＳＩ八戸（種市悦子会長）の顕彰事
業贈呈伝達式が八戸パークホテルで行
われ、建築デザイン研究会に「学生ボ
ランティア賞」が贈られた。
　同財団は、さまざまな奉仕活動に対
する援助や協力を行うことによってよ
り豊かな生活を実現し国際相互理解の
促進に寄与することを目的に、支援・
奨励・顕彰・援助の４つの事業を行っ
ており、顕彰事業の一つである「学生
ボランティア賞」は、地域のボランティ
ア活動を行っている中学校、高等学校、
短期大学、大学、高等専門学校、専修
学校等の教育機関に在籍している個人
または団体に贈られる賞である。今回
この賞には全国から15団体が選ばれ、
建築デザイン研究会は、地元小学校で
実施した防災マップ作りなどの防災教
育活動が評価された。
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　昨年10月、本学ＯＢで元青森県立弘
前工業高等学校校長の淺利能之氏（学
校法人八戸工業大学評議員）が、氏の
出身地である野辺地町の教育長に就任
されました。
　淺利氏は、電気電子システム学科の
前身である電気工学科を昭和51年度
に卒業され、卒業後教員として長きに
わたり人材育成に尽力されました。地
元教育の発展のため学校現場や教育行
政での経験を生かした淺利氏の更なる
手腕が期待されています。

英語研修

・研修期間
　平成27年２月下旬（予定）
・研修先
　南クイーンズランド大学
　（オーストラリア・トゥーンバ市）
〇問合せ先　斎藤 明宏（助教）

　　　℡ 0178-25-8051

中国語研修

・研修期間
　平成26年８月下旬（予定）
・研修先
　瀋陽工業大学（中国・遼寧省瀋陽市）
○問合せ先　山本 忠（准教授）

　　　℡ 0178-25-8130

４日（火）　専門高校・一般入試（前期）
17日（月）　大学院入試（二次）

　　　　　～18日（火）
19日（水）　第４回就職懇談会

　　　　　～20日（木）
21日（金）　ＡＯ入試

１日（火）　学年開始・前期開始
７日（月）　平成26年度入学式
８日（火）　前期授業開始
　　　　　ガイダンス　～９日（水）
９日（水）　開講試験（１学年）

16日（日）　春のオープンキャンパス
18日（金）　ＡＯ入試
19日（水）　一般入試（後期）
20日（木）　学位記授与式
31日（月）　後期終了・学年終了

淺利能之氏
野辺地町教育長に就任

平成26年度入試日程

☆…学業特待生選考試験を兼ねる

工学部・感性デザイン学部　

２月～４月　行事予定
２月 ３月 ４月

　12月１日から企業の学生に対する
会社説明会等の求人活動が解禁され、
2015年春卒業予定の３年生などの就
職活動がいよいよスタートしました。
本学では、学生と企業との面談の機会
を増やし就職支援を強化する目的で、
「学生と企業との就職懇談会」（大学
独自の合同企業説明会）を年４回開催
しています。主に３年生を対象とした
平成25年度第３回となる就職懇談会
が、12月12日・13日の両日、本学体
育館において開催されました。
　この２日間に、地元
の青森県をはじめ遠く
は関西、中国地区まで
合計198社の企業が参
加しました。参加企業
数は、昨年の同時期と
比較して30社ほど増
えています。真新しい
リクルートスーツに身
を包んで面談に臨んだ
学生は延べ552名に上
り、企業ブースを積極

平成26年度海外研修
参加者募集

（卒業の単位として認定）

問合せ先　入試部入試課　0178-25-8000 （直通）　
選抜方法 願書受付期間 試 験 日

専門高校入試☆ 平成26年１月６日（月）～１月22日（水） 平成26年２月４日（火）

一般入試
前期☆ 平成26年１月６日（月）～１月22日（水） 平成26年２月４日（火）

後期 平成26年３月３日（月）～３月11日（火） 平成26年３月19日（水）

センター

利用入試

前期☆ 平成26年１月６日（月）～１月31日（金） 平成26年１月18日（土）・19日（日）

の大学入試センター試験

（本学の個別試験は課さない。）

中期 平成26年２月３日（月）～２月21日（金）

後期 平成26年３月３日（月）～３月14日（金）

Ａ
Ｏ
入
試

クール エントリーカード受付期間 面 談 日

第３クール 平成26年２月３日（月）～２月12日（水） 平成26年２月21日（金）

第４クール 平成26年３月３日（月）～３月11日（火） 平成26年３月18日（火）

本格的にスタート  ３年生の就職活動
的に回り担当者の説明に真剣に耳を傾
けていました。
　12月末現在の４年生の就職内定率
は、81％となっています。青森県内大
学の平均を20％ほど上回っており、学
生の頑張りもあり堅調な就職活動が続
いています。３年生も目指す企業の内
定を獲得できるよう、油断することな
く現状をよく分析して厳しい就職戦線
を勝ち抜いて欲しいものです。

学務部次長　阿波　稔
（土木建築工学科教授）



八戸工大二高 美術コース誌上作品展

「和装－春・冬－」アクリル／B2×2
上野　美貴（根城中）

「洗面台」油彩／ F100
志村　美幸（百石中）

「水」油彩／M50
三浦　実沙都（下長中）

「浮遊」日本画／ F30
佐藤　有里子（湊中）

「青い本を読む人」油彩／ F50
勝山　夏生（八戸第一中）

「ヘッドホン「Black」ポスター」パステル／B2
千葉　彩乃（北稜中）

「八戸」油彩／Ｆ30
工藤あかり（白山台中）

「Libiamo」アクリル／B1
水戸　彩夏（泊中）

「夕景」油彩／ F50
澤田　福美（沖館中）

「スカイラインＧＴ－Ｒ」鉛筆／B1
舟津　翔太（是川中）

「FLOW PANEL」板・アクリル／180×270cm
附田　望希（大館中）

「にぎやかさ」油彩／ F50
雫石　彩（湊中）

「省エネのすすめ」CG／ B1×2
西澤　亜希子（堀口中）

「工場」油彩／Ｆ40
和田　秋津（下長中）
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　２学年最大の行事である修学旅行
が、12月１日から４泊５日の旅程で実
施された。京都や奈良の歴史ある建造
物や文化遺産を直接見聞し、日本文化
のすばらしさを実感した。また、大阪
ではＵＳＪで思いきり楽しんだ後、神
戸でのディナークルーズを満喫した。
天候にも恵まれ、充実した修学旅行と
なった。

　11月２日・３日、穏やかな秋晴れの中、
『Diary～記録の１ページ～』をスロー
ガンに、第44回工大一祭が開催された。
　普通科と工業科は、それぞれの学習
の集大成を展示。各学年も工夫を凝ら
した展示内容だった。運動部が出店した模擬店はどこも満員で、安くてお
いしいと大盛況だった。また、体育館でのステージ発表は、名物となった
各部演芸大会や女装大会、３年生女子による創作ダンスなどで熱気に溢れ
大盛り上がりを見せた。２日間の一般開放で入場者は1,405人にのぼり、パ
ワー溢れる今年の文化祭も無事幕を閉じた。

 ■■ 第44回工大一祭
　11月16日・17日の両日、恒例の文化部（写真・
美術・JRC）による「三部展」が、プラス１とし
てパソコン部が加わり、八戸ポータルミュージア
ム「はっち」で開催された。会場は例年にないほ
ど賑わったが、その中でも特に県高総文祭におい
て最優秀賞を受賞した写真部と美術部の作品に注
目が集まった。また、パソコン部による「３Ｄプ
リンタ造形」の立体作品も話題を呼んだ。

 ■■ 三部展＋１

修学旅行修学旅行

２学年２学年

　12月４日から６日まで、
学年研修を実施した。初日

は、外部講師を迎えて「消費生活講座」「冠婚葬祭講座」「身
だしなみ講座」「青森県復興ビジョンについて」の４つの
講座を実施。２日目は、「三陸復興国立公園バス視察」を
行った。12月４日は、東日本大震災から1000日目にあたり、
生徒達には地元種差海岸と被災した三陸沿岸の景色から、
自然の大切さと厳しさを再認識する機会となった。３日目
は、男子が競技大会、女子は昼食の「せんべい汁」を作り、
全員で地元の名物汁に舌鼓をうった。午後は本校同窓会長
の講話を聴き、研修はすべて終了した。生徒達は、卒業が
目前に迫っていることを強く感じていたようだ。

　12月４日～６日、国立岩手山青少年交流の家で２泊３日
の宿泊研修を行った。内容は①企業見学②クラスをよくす
るための討論③自分を知る④大学受験アドバイス⑤就職に
必要な基礎知識⑥生活マナー⑦検定試験対策⑧集団訓練⑨
映像学習⑩レクリェーション⑪八戸工業大学見学と、全般
的に進路を意識したものであった。集団生活の中で一人一
人が積極的に行動し、自主性、協調性、コミュニケーショ
ン能力を養う良い機会となった。

宿泊研修宿泊研修
１学年１学年

学年研修学年研修
３学年３学年
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関西方面への関西方面への
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　１月までの就職内定率は、高い状態で推移した。特徴は、公務員希
望者が例年の２倍あったということである。27名中18名が合格をしたが、
不合格者も早めに切り替えて、内定をもらうことができた。また、青森
県警察官採用試験において、初の女子の
合格者が出たことも特筆すべきことである。
今年度も学校斡旋による就職内定率は、
100％を達成した。進学についての合格者
は、八戸工大56名、その他４年制大40名、
短大１名、専門学校27名で、若干の受験
者を残すのみとなった。頑張れ！３年生。

　写真部門は、10月25日から27日まで、青森県武道館を会場に
開催された。３年の奥沢健太君（３年電通・湊中）が最優秀賞、３
年の安藤峻気君（３年普通・宿戸中）と２年の千葉友紀君（２年情
報電気・三条中）が優良賞を受賞した。また、入賞点数が多いこ
とにより、２年ぶり６度目の団体最優秀学校賞を受賞した。
　美術部門は、弘前文化センターを会場に開催され、２年の

椛沢勇登君（２年機械・階上中）が
出品した「T-bird」（F30号・アク
リル画）が、最優秀賞を受賞した。
椛沢君の作品は、７月に茨城県水
戸市の近代美術館に展示される全
国高等学校総合文化祭への出品予
定作品の一つに選出されている。

　平成９年に進学コースを卒業した近藤陽子さん
が、長野オリンピック以来16年ぶりに、ソチオリン
ピック女子アイスホッケー競技への出場を決めた。
五輪の切符を３度逃しても諦めるのがいやだった
と、つらい練習に耐え続けた結果の栄光である。五
輪の重みも分からないまま出場した長野であった
が、今やチームの最年長。五輪を知る唯一のメンバーとして精神面でも「スマイ
ルジャパン」を引っ張る。その経験に基づいた力量に大いに期待したい。

　９月28日～10月２日、第68回国民体
育大会“スポーツ祭東京2013”ボウリ
ング競技が、東大和市で開催された。
少年男子の代表として工藤嘉貴君（３
年情報電気・下長中）写真右 が、昨年
の岐阜国体に続いて出場し、団体第３
位に入賞した。

国体ボウリング競技
団体第３位に輝く

　10月５日、青森県産業会館を会場に
「青森県高等学校ロボット競技大会青
森県予選」が行われた。県大会は、工夫
を凝らしたロボットが集まる非常に難
易度の高い大会で、本校は第４位の成
績で全国大会への切符を手にした。11
月９日・10日に愛知県で行われた全国
大会には、さらに高得点を獲得できるよ
う放課後や休日を返上して改良を重ね
て臨んだが、残念ながら入賞には至ら
なかった。《ロボット製作者》機械コー
ス：羽立祐紀（３年）・田嶋洋平（３年）、
大池勇輝（２年）、川上朝登（１年）

ロボコン全国大会出場
　10月26日・27日、吹奏楽部が、東日
本大震災で被災した福島県相馬市・宮城
県気仙沼市・岩手陸前高田市の３県３カ
所を訪問した。本校生の音楽奉仕により
「生きる力と勇気を持っていただく力」
にと、“元気いっぱいコンサート”と銘
打って開催したもの。「花は咲く」「上
を向いて歩こう」「あまちゃんのテーマ」
など真心こもる15曲を演奏した。同行し

た保護者とＯＢらも一緒になって「涙・
涙」のコンサートとなった。
　また、11月20日に八戸市公会堂にお
いて、第42回定期演奏会を開催した。特
に、「花は咲く」「未来へ」などの震災復
興テーマ曲を演奏すると、会場は割れん
ばかりの拍手に包まれ、今年度吹奏楽コ
ンクール銀賞受賞の実力を、市民の皆さ
んに披露する熱い演奏会となった。

就職希望内定率100％達成！
【国公立大学】　青森公立大学
【私立大学】　八戸工業大学、関西学院大学、青山学院大学、国
士舘大学、天理大学、神奈川大学、日本体育大学、仙台白百合
大学、東京女子体育大学、東京電気大学、東北学院大学　他

【専門学校】　八戸工科学院、アレック情報ビジネス学院、東北メ
ディカル学院、八戸看護学院　他

【就職県内】　菅原ディーゼル㈱、八戸通運㈱、大平洋金属㈱、
杏林会、穂積建設工業㈱　他

【就職県外】　北海道旅客鉄道㈱、空港協力事業㈱、富士重工㈱、
いすゞ 自動車㈱、山崎製パン㈱、トヨタ自動車㈱、サンコーエアセ
ルテック㈱、三菱自動車工業㈱　他

■主な合格先（１月17日現在）

合格しま
した！

震災被災地で“元気いっぱいコンサート”震災被災地で“元気いっぱいコンサート”

中村翔子さん（３年普通・東北中）

デーリー東北新聞　2013年12月５日掲載
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　平成25年度３学年（39回生）の進路状況は、国公立大学30名、
国公立短期大学１名、私立大学66名、私立短期大学10名、専修・
各種学校37名が合格。就職・公務員は、26名の採用内定が決
定している。特に自衛官一般曹候補生試験では、本校女子生
徒が青森県内７名の合格者の仲間入りを果たすことができた。
　また、国公立大学の推薦入学では、過去最高の合格率・合
格者数となった。これも、生徒一人一人の進路決定に向けて、
生徒とともに全校教員が対策に取り組んだ結果といえる。残
り３カ月、一般入試や就職試験に向けて挑戦する生徒を強く
バックアップしたい。

　10月25日から11月７日まで、アメリカでの日米青少年交流事
業「KAKEHASHI Project」に本校の１、２年生23名が参加した。
　この事業は、日米の青少年の交流を通じて、日本の強みや魅
力などについて理解と関心を持ってもらおうと、日本政府（外
務省）によって進められている事業で、全国から選抜された高
校生が、アメリカで日本の魅力などについて情報を発信し、国
際的な視野を養う機会が得られるものである。
　今回の訪米では、国会議事堂や日本大使館を訪問し、博物館
や記念館などを見学した。高校や大学で行った英語によるプレ
ゼンテーションでは、多くのアメリカ人を前に懸命に日本や八

戸の魅力を伝え、生徒達にはこうした経験が大きな自信になっ
たようだ。
　昨年５月に本校を訪れたケンタッキー州マレー市にある 
Calloway County高校は、我々を温かく迎えてくれた。ホーム
ステイ中はハロウィーンの時期で、ホストファミリーと楽しい
ひとときを過ごすことができた。Calloway County高校には日
本語クラブがあり、日本語を学ぶ生徒が約50名の生徒達と今後
文通をしながら交流を続ける予定である。今回マレー市を訪問
した際、Kentucky Colonelsを贈呈された。これは「大佐」と
いう意味で、知事が市民に授
ける最高位の称号をいただい
てきた。

【私立大学】
八戸工業大学18名、岩手医科大学、東北学院大学４名、東北薬科大学、
宮城学院女子大学３名、日本赤十字秋田看護大学２名、亜細亜大学、
北里大学、駒澤大学、専修大学、法政大学、武蔵野美術大学、東京造
形大学、女子美術大学、相模女子大学、実践女子大学　他
【短期大学】
会津大学短期大学部、青森中央短期大学、埼玉医科大学短期大学、八
戸学院短期大学４名、聖和学園短期大学　他
【専門学校・各種学校】
八戸工科学院６名、国立弘前病院附属看護学校、アレック情報ビジネ
ス学院、東北メディカル学院５名、八戸歯科衛生士専門学校２名、八
戸社会福祉専門学校、八戸理容美容専門学校２名、日本工学院専門学校、
武蔵野調理師専門学校　他
【就　　職】
自衛官一般曹候補生４名、自衛官候補生３名、サンデー、三亥、
ENEOSネット、ニチイ学館、京王ズコミュニケーション、オトキタ酒
販、エフ・イー・ティーシステム、修光園、ホテル瑞鳳、まるはちビ
ジネスサービス、新宿増田屋、ザ・キッド、リアルテイスト　他
【医療系各種学校　合格の詳細】
青森県立保健大学健康科学部看護学科２名・理学療法学科、岩手医科
大学薬学部薬学科、日本赤十字秋田看護大学看護学部看護学科２名、
東北薬科大学薬学部薬学科、東北文化学園大学医療福祉学部リハビリ
テーション学科理学療法学専攻、八戸学院短期大学看護学科、埼玉医
科大学短期大学看護学科、国立病院機構弘前病院附属看護学校看護学
科、東北メディカル学院理学療法学科２名・作業療法学科３名　他

国公立大学  30名合格‼
北海道大学・筑波大学２名・弘前大学５名
岩手大学３名・宇都宮大学・山形大学２名
北見工業大学・北海道教育大学釧路校
北海道教育大学函館校・青森県立保健大学５名
青森公立大学３名・札幌市立大学
釧路公立大学・公立はこだて未来大学
秋田公立美術大学・宮城大学

推薦・AO入試合格状況

　本校では、公務員・民間就職希望者の支援に力を入れてお
り、簿記検定の取得支援や長期休業中の就職対策ゼミを開講
している。自衛官一般曹候補生に現役合格を果たした大里未
佳子さんは、自衛官試験対策の問題添削と面接対策に集中し
て取り組み、難関を見事突破した。

　合格できて本当に嬉しいです。先生
方から問題集を提供していただき、お
かげでとても勉強に役立ちました。不
安なこともたくさんありましたが、そ
れ以上に先生方、家族、友人に支えら
れ頑張ることができました。本当に感
謝しています。ありがとうございました。

大里　未佳子さん
（カレッジコース３年・道仏中）

就職も頑張っています！

平成26年度  進路状況中間報告平成26年度  進路状況中間報告平成26年度  進路状況中間報告 １月22日現在

日米青少年交流事業 KAKEHASHI Project



013Hachinohe Institute of Technology Press No.115

　この活動は、被災地である陸前高田市の仮
・

設住宅が０
・

（ゼ
ロ）になる日まで、継続した支援をしていく取り組みである。
今回で４回目の訪問である。
　12月22日、陸前高田市の仮設住宅へクリスマスキャンド
ルを寄贈した。昨年はクリスマスリースを寄贈したが、昨年
とは違う形でもっと被災地に何か支援ができないかと、今回
はクリスマスキャンドルを贈ることになった。生徒会が中心
となって校内の募金で費用を集め、有志の生徒50名が300個
のキャンドルを完成させた。当日は生徒会役員と美術コー

スの生徒が直接
出向いてキャン
ドルセレモニー
を行って来場者
にプレゼントし
た。夏の美術コ
ースボランティ
アアートに続く
継続的な支援が
でき、生徒達は
充実した様子だ
った。

　12月18日、総
合的な学習の一
環で１学年234
名が、八戸工大
で体験講義を受
講した。生徒達
は、６つのテー
マ「これからの
自動車と私たち
の生活」「身近な電気の話～家庭でできる省エネルギ
ー～」「グリーン ICT～情報通信技術で環境を考え
る～」「化学と生物の立場から、福島原発と汚染水～
放射性物質の除去について～」「橋～世界一の橋梁技
術～」「視覚のトリック」の中から興味があるテーマ
を一つ選んで講義を受けた。少し難しい内容だった
が、生徒達は真剣に耳を傾けていた。カレッジコー
スの男子生徒は、「興味を持っていた分野の講義がと
てもためになった。これからの進路に役立てたい。」
と話していた。

　12月15日、八戸市市民活動サポートセン
ター「ふれあいセンターわいぐ」で、「若い
世代との交流」をテーマに交流会が催され、
ボランティア活動に積極的に取り組んでい
る市内の４校（本校含む）が活動報告を行
った。本校のボランティア活動は「街ボラ（ヒ
ト・マチを支える）」「鮫ボラ（鮫・蕪島観
光ガイド）」「種ボラ（種差海岸の外来種植
物の駆除）」「高ボラ（陸前高田の仮設住宅

の方々へ）」を４つの柱に活動しており、学
年単位で活動した「種ボラ」を除くと、こ
れまでに延べ347名の生徒が自発的にボラン
ティア活動に取り組んできた。
　発表をしたカレッジコース１年生の佐藤
ゆうりさん（白銀中）、奈良﨑恵さん（白銀
中）、西塚未奈さん（階上中）の３名は、「種
ボラ」「街ボラ」の他に写真部として「高ボラ」
にも参加しており、自らの体験に基づいた
活動を25団体、約80名の参加者の前で堂々
と発表した。

　12月13日から15日の３日間、第28回作品展が、八戸ショッピ
ングセンターラピアの２階ラピアホールと１階催事場を会場に
開催され、美術コース生87名が制作した162点の作品が多くの
市民に披露された。
　１階には、２年生の共同制作による大型の立体作品が展示さ
れ、高さ４ｍの作品が観客の注目を集めた。また、高校総合文
化祭で最優秀を受賞した作品をはじめ各種のコンクールでの受
賞作品も展示された。２階ホールには３年生による100号サイ
ズの油彩、日本画、アニメーション、照明器具の工芸デザイン

等、各自の専攻分
野の卒業制作作品
が、来場者の目を
楽しませていた。
来場者は900名を超
え、盛況のうちに
終了した。（作品の
一部はカラーページ
で紹介しています。）

　12月１日から５日までの４泊５日、京都を中心に近
畿地方への修学旅行へ行ってきた。全行程晴天に恵ま
れたのは、修学旅行団全員の日頃の行いの賜物だった
のだろう。初日は、京都御所北西にある河村能舞台で、
能楽普及協会理事の河村純子氏によるワークショップ
が行われた。２日目は奈良の神社仏閣群見学、３日目の
京都市内自主研修は、班ごとのプランで行動した。やや
散りはじめていたものの見事な紅葉で、古都の美しい景
観を楽しむことができた。４日目の選択コース別見学は、
１組は大学見学、７組は美術館見学、２～６組は企業（グ
リコピア神戸、日清食品インスタントラーメン発明記念
館、アサヒビール吹田工場）見学を行い、伝統・文化・
産業について理解を深めることができた。さらに、Ｕ
ＳＪや最終日の海遊館見学など盛りだくさんの内容に、
２年生177名には大満足の旅行であった。

生徒会「Ｋ-０運動」クリスマスキャンクリスマスキャンドル寄贈ル寄贈

〜
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験
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義
〜
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美術コース作品展

ボランティア活動報告　～わいぐ交流会に参加して～
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「みんなに幸せが届きますように…ハピネス～★」「みんなに幸せが届きますように…ハピネス～★」

～年長遊戯「Happiness」～

「がってんしょうちだぜー!!」
～年中遊戯「もんじゃってなんじゃ?」～

～全園児アトラクション～

「お寿司、大好き」「お寿司、大好き」「お寿司、大好き」
～年少遊戯「まわれ !スシスシロック」～

「皆で、天竺目差せ!!」

「箱の中から、
　サンタさんが出てきたー!!」

～年長音楽劇「そんごくう（火えん山の巻）」～

「みんなに幸せが届きますように…ハピネス～★」

　クリスマス会が、12月５日・６日の２日間、ＡとＢのグループに分かれて行われた。初日は晴天、
２日目も朝には雨が止んで発表会日和となった。
　幕が開くと、ステージの子どもたちは緊張で表情が固く、練習の時より幾分元気がないように感
じたが、幕が閉じるまでしっかりポーズをとっていた。演技を終えた幕の裏にはたくさんの拍手を
もらい、やりきった満足感と安堵感に包まれた子どもたちがいた。
　すべての演目が終わり、待ちに待ったアトラクションで大きな箱の中から出てきたのは、なんと
サンタクロース。びっくりしたものの、一人一人サンタクロースから一足早いクリスマスプレゼン
トをもらい、大喜びで帰っていった。
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　今日は、地震を想定した
避難訓練をすることになっ
ていたが、予定の時間前に
本当の地震が発生した。地
震に気付いた子どもたち
は、驚いてその場に立ち尽
くしていたが、テーブルの
下に隠れるように指示する
と、すぐに隠れてじっとし
ていた。園庭へ避難するよ
うに放送が入ると、これま
での訓練より集中し素早く
行動していた。いざという
ときに子どもたちがきちん
と行動できたことに安堵

し、子どもの
安全を第一に
冷静な判断を
して誘導しな
ければと思い
を新たにした。

　給食を食べ終わり、おし
ぼりで口を拭いた直後、Ａ
君がおしぼりをほおり投げ
た。「そんなことをしちゃ
だめでしょ」と言うと「先
生が悪い」と泣き出した。
いけないことなのだと言い
聞かせても、自分は悪くな
いと非を認めようとしな
い。少し時間をおいてから
「おしぼりを投げても、泣
いても怒っても、先生はＡ
君のことが大好きだよ」と
いうと、コクンとうなずき
「ごめんなさい」
と言った。その後
しばらく抱っこ
してやると、い
つもの元気なＡ
君に戻った。

～お店やさんごっこ～
「手巻きずし、ヘイ !!お待ち」

　クリスマ
ス製作を終
え、園庭に
出てかけっ
こ や サ ッ
カーなどそ
れぞれ好き
な遊びをし
たあと、全

員で丸太ステップや一本橋
を順に渡ることにした。男
の子はテンポよく上手に
渡っていたが、女の子は途
中で前に進めなくなる子が
何人かいた。手を取って励
ましながら、最後まで渡ら
せた。苦手なことはどうし
ても避けがちになる。繰り
返し挑戦させ、少しずつで
も克服できるように見守っ
ていきたい。

年少組　11月15日（金） 年中組　11月21日（木） 年長組　12月11日（水）
　クリス
マスの製
作が完了
し、出来
上がりに
満足顔の
子どもた
ち。以前
は製作す
るのが苦手で一人でやりた
がらなかった子も、最近は
意欲的に取り組むように
なった。説明を聞いて「次
は○○するんでしょう？」
と手順を先読みできるよう
になった。一人で製作に取
り組み「かっこいいでしょ
う？」と出来栄えに満足し、
こうしたことがほかの行動
の自信につながっているよ
うで、成長が感じられる。

満３歳いちご組
12月3日（火）　

焼き芋会　火の中へポ～ン !
「おいしく焼けますように」

父と し て
　30年前に通っていたさくら幼稚園に、今年娘
が入園しました。３月生まれの娘は、他の子達
より体も心もまだまだ小さく、園生活を楽しめ
るか不安でした。入園したての頃は馴染めない
様子でしたが、数カ月過ぎた頃から変化があり
ました。シャイだった娘が、毎日の出来事を進
んで話してくれるのです。あんなに苦手だった
挨拶も、今では大きな声でできるようになりま
した。
　私は、毎朝娘に「今日も沢山遊んでおいで」

と声をかけます。子どもらしく伸び伸びと育っ
て欲しいからです。教えられるのではなく、友
達と一緒に楽しく、時には競い合い、先生の力
を借りながら、自ら沢山のことを学んで欲しい。
さくら幼稚園では、身近なものを工夫して子ど
もらしい遊びをさせてくれます。入園させて良
かったと思っています。将来、親子で思い出話
が出来るのを楽しみに、娘の成長を見守ってい
きます。

（たんぽぽ組　咲良ちゃんのお父さん）宮嵜　圭介さん

〜
さ
く
ら
幼
稚
園
へ
よ
う
こ
そ
〜

「
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力
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!!

小原日登美さんとお餅つき会!!金メダリスト金メダリスト
ロンドンオリンピック
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金メダリスト
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 理事会

　学校法人八戸工業大学は、下記のとおり理事会を開催して各案件について審議を行い、
それぞれ原案通り承認した。
◇11月15日　理事会　
・協議報告事項
◇12月20日　理事会
・学校法人八戸工業大学「非常勤講師就業規則」制定に関する件
◇１月17 日　理事会
・任期満了に伴う後任の学校長候補者の選任に関する件

表　紙　八戸工業大学第二高等学校
　　　　「KAKEHASHI Project」アメリカ合衆国議会議事堂（ワシントンD.C. にて）
裏表紙　八戸工業大学第二高等学校　
　　　　アサヒビール㈱主催「日本の環境を守る若武者育成塾」成果発表会
　　　　（アサヒ・アートスクエアにて）
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ｐ2－3 新年を迎えて、防災訓練、アイススケート部イン

カレ出場、国際防災フォーラム、学生チャレンジ
　　　　　プロジェクト事業　
ｐ4－5 野球部一部昇格、独立リーグ指名、ＥＴロボコン、

きものデザイン、研究発表会、彩才祭、デザイン
コラボ、食と農林漁業大学生アワード、新相談員

ｐ6－7 ロボットコンテスト、教育改善シンポ、フォーラ
ム開催、建築デザイン研究会表彰、新役員、就職
懇談会、教育長就任、海外研修参加者募集、入試
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八戸工業大学第一高等学校
ｐ10－11 修学旅行、宿泊研修、学年研修、工大一祭、三部
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ｐ12－13 進路状況中間報告・合格先一覧、日米青少年交流

事業、生徒会「Ｋ－Ｏ運動」、修学旅行、高大連携、
美術コース作品展、ボランティア活動報告
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ｐ14－15 はっぴょうかい、餅つき会、みどりの風、とらん

ぽりん
　
ｐ16 理事会報告、編集後記

　日本各地で開催されるイベントで「ゆるキャラ」が大活躍をしている。当地八戸市のマ
スコットキャラクターは「いかずきんズ」といい、市制施行80周年（平成21年）のイメー
ジキャラクターとして誕生した。デザインしたのは、当時八戸工大二高の美術コースに在
籍していた夏堀円（旧姓吉田）さん。「いかずきんズ」は、八戸市が水揚げ日本一を誇る「烏
賊」と市の鳥「海猫」をモチーフにした水色とピンクのイカの頭巾を被った２羽のウミネ
コ。昨年５月の種差海岸国立公園指定を記念し、新たに黄緑色の頭巾に蝶ネクタイとズボ
ンの男の子と赤いリボンをつけた黄色の頭巾にミニスカートの女の子（夏堀さんがデザイ
ン）が誕生し、４羽のファミリーになった。八戸市の正式なマスコットキャラクターとし
て一般公募による名前も決まり、市のＰＲ活動の一役を担うらしい。
　以前、本誌101号で紹介した工業大学のマスコットキャラクター「八工犬」も活躍中だ。
工学部を象徴する尻尾の先が「差込みプラグ」の
水色の八工犬と感性デザイン学部を象徴する尻尾
の先が「絵筆」のピンクの八工犬。２匹は、並ん
だり振り向いたり後ろ姿になったり、五月人形の
兜や消防士のヘルメットを被ったりしながら、あ
ちらこちらに出没している。

編 集 後 記
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